
 
 

平
成

2
5

年
度

予
算

案
と

平
成

2
4

年
度

補
正

予
算

を
合

わ
せ

た
「

１
５

ヶ
月

予
算

」
2

,4
3

6
億

円
に

よ
り

、
国

民
が

安
心

で
き

る
医

療
を

実
現

す
る

た
め

の
提

供
体

制
の

整
備

、
医

師
等

の
確

保
対

策
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

医
療

確
保

対
策

、
在

宅
医

療
の

推
進

、
救

急
医

療
、

周
産

期
医

療
な

ど
の

体
制

整
備

、
災

害
医

療
体

制
の

強
化

、
医

療
関

連
分

野
に

お
け

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
一

体
的

推
進

等
に

よ
り

、
国

民
が

安
心

で
き

る
医

療
を

実
現

す
る

た
め

の
医

療
提

供
体

制
の

機
能

強
化

を
図

る
 

１
．
平

成
2
5
年

度
予

算
案

・
平

成
2
4
年

度
補

正
予

算
の

概
要

（
医

政
局

）
 


 平

成
2
5
年

度
 予

算
案

の
概

要
 

 1
,4

4
3

億
2

千
8

百
万

円
 

※
  
こ

の
他

、
平

成
2

4
年

度
補

正
予

算
に

お
い

て
、

医
療

施
設

の
耐

震
化

の
推

進
等

の
た

め
医

療
施

設
耐

震
化

基
金

の
積

み
増

し
等

で
４

0
7

億
円

を
確

保
。

 

国
立

高
度

専
門

医
療

研
究

セ
ン
タ
ー
や

国
立

病
院

機
構

に
お
け
る
政

策
医

療
等

の
実
施

  
等

 

•
国

立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
国
立
病
院
機
構
に
お

け
る
政
策
医
療
等
の
実
施
（8

73
億
円
） 

•
死
因
究
明
体
制
の
充
実
に
向
け
た
支
援

 
•

手
術
手
技
向
上
の
た
め
の
研
修
体
制
の
整
備

 
•

地
域
医
療
再
生
計
画
に
係
る
有
識
者
会
議
の
開
催

 
 
な
ど

 

1
,3

0
1
億
円

 

注
）

重
複

計
上

等
に

よ
り

、
各

主
要

事
項

 
 

 
の

予
算

額
と

合
計

は
合

致
し

な
い

。
 

※
  
こ

の
他

、
平

成
2

4
年

度
補

正
予

算
に

お
い

て
、

災
害

医
療

や
在

宅
医

療
の

推
進

、
地

域
の

医
師

確
保

等
の

た
め

地
域

医
療

再
生

基
金

の
積

み
増

し
等

で
5

3
0

億
円

を
確

保
。

 

※
  
こ

の
他

、
平

成
2

4
年

度
補

正
予

算
に

お
い

て
、

臨
床

研
究

中
核

病
院

等
の

整
備

と
し

て
3

3
億

円
、

再
生

医
療

の
臨

床
応

用
に

向
け

た
人

材
育

成
と

し
て

2
2

億
円

を
確

保
。

 

災
害

医
療

体
制
の
強
化

 
2
億

円
 

今
後

の
災

害
へ

の
備
え
を
図

る
た
め
、
災
害
医
療
体
制

を
強
化

し
ま
す
。

 

•
災
害

派
遣

医
療
チ
ー
ム

(D
M

A
T
)の

体
制
強
化

 
  

医
療

関
連
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

 
一

体
的

推
進
な
ど

 

世
界
に
先
駆
け
て
日

本
発

の
革

新
的

医
薬

品
・医

療
機

器
の
開

発
、
再

生
医

療
を

推
進
し
、
医
療
関
連

分
野

に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
一

体
的

に
推

進
し
ま
す
。

 

•
臨
床
研
究
中

核
病

院
等

の
整
備

 
•

再
生
医
療
の

推
進

 
•

個
別
化
医
療

等
の

推
進

 
•

日
本
主
導
の

グ
ロ
ー
バ

ル
臨

床
研

究
拠
点

の
整
備

 
•

後
発
医
薬
品

の
使

用
促

進
 
  

  
 な

ど
 

1
6
7
億
円

(厚
生

科
学
研

究
費
を
含

む
） 

救
急

医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
の

体
制
整
備

 

救
急
、
周
産
期
等
の
医
療
提
供
体
制
の
再
建
を
進
め
、
国
民
の

不
安
を
軽
減
し
ま
す
。

 

•
救
急
医
療
体
制
の
充
実

 
•

周
産
期
医
療
体
制
の
充
実

 
•

へ
き
地
保
健
医
療
対
策
の
推
進

 

2
4
9
億
円

 

3
1
8
億
円

 

地
域

医
療
確
保
対
策

の
推
進

 

医
師

の
偏

在
対

策
な
ど
、
引

き
続

き
、
国

民
が
安
心
・
信
頼
で
き
る

医
療

提
供

体
制

の
確

保
に
向

け
た
取

組
を
行
い
ま
す
。

 

•
医

療
提

供
体
制

の
在

り
方

の
検
討

 
•

医
師

、
看

護
職

員
確

保
対

策
 

•
チ
ー
ム
医

療
の

推
進

 
 

 
な
ど

 

国
民

が
安
心
で
き
る
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の

 
提

供
体

制
の
整
備

 

•
小
児

等
の

在
宅

医
療

提
供

体
制

の
整
備

 
•

へ
き
地

・
離

島
患

者
の
輸

送
支
援

 
•

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運

航
体

制
の

拡
充

 
•

地
域

医
療

支
援

セ
ン
タ
ー
の

整
備

 

で
き
る
限

り
住

み
慣

れ
た
地
域

で
、
そ
の

人
に
と
っ
て
適

切
な
サ

ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
社

会
の

実
現

に
向

け
、
医

療
提

供
体

制
の
整

備
に
取

り
組
み

ま
す
。

 

5
6
億

円
 

9
億

円
 

在
宅

医
療
の
推
進

 

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
在
宅
医
療
・介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ

、
安

心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

 

•
在
宅
チ
ー
ム
医
療
を
担
う
人
材
の
育
成

 
•

小
児
等
の
在
宅
医
療
提
供
体
制
の
整
備

 
•

在
宅
歯
科
医
療
の
推
進

 
 
な
ど

 

1




 平

成
2
4
年

度
 予

備
費

の
概

要
 

iP
S
細

胞
を
利

用
し
た
創

薬
研
究
支
援

 
2
0
億
円

 

 

医
療

施
設

の
耐

震
化

 

•
医
療
施
設
耐
震
化
基
金
の
積

み
増

し
（
災

害
拠

点
病

院
、
救

命
救

急
セ
ン

タ
ー
）
 

3
5
7
億
円

 

被
災

地
域

に
お
け
る
地

域
医
療
の
再
生
支
援
（※

復
興
）
 

•
地
域
医
療
再
生
基
金
の
積
み
増
し
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
）
 

3
8
0
億
円

 

（
平

成
2
4
年

1
1
月

3
0
日

閣
議

決
定

）
 7

5
7

億
円

 


 平

成
2
4
年

度
 補

正
予

算
の

概
要

 
 9

9
2

億
７

千
万

円
 

（
平

成
2
4
年

1
0
月

2
6
日

閣
議

決
定

）
 

 1
0

億
円

 

1
0
億

円
 

ヒ
ト
幹
細

胞
研
究

開
発
の
安
全
基
盤
の
緊
急

整
備

 

•
iP

S
細
胞
等
の
臨
床
研
究

の
安

全
基

盤
整

備
支

援
 

復
興

・
防
災

対
策

 

•
医
療
施
設
（
二
次
救
急
医
療
機
関
）
の
耐
震
化
の

 

 
推
進
（
４
０
６
億
円
）
（
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時

特
例

 

  
基

金
の
積
み
増
し
）
 

•
災
害
医
療
体
制
の
整
備
の
支
援
（
５
０
０
億
円

の
内
数
）
 

（
地
域
医
療
再
生
基
金
の
積
み
増
し
※
全
国
）
 

•
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の

 

 
充
実
（
０
．
９
億
円
）
 

9
0
7
億

円
 

暮
ら
し
の

安
心

・
地

域
活

性
化

 

•
災
害

医
療

や
在

宅
医

療
の

推
進

、
地

域
の

医
師

 

 
確

保
等

（
５
０
０
億

円
）
（
地

域
医

療
再

生
基

金
の

積
み

 

 
増

し
※

全
国

）
 

•
医

療
提

供
体

制
を
充

実
す
る
た
め
の

医
療

機
器

等
 

 
の
整

備
（
３
０
億

円
）
 

5
3
0
億
円

 
成

長
に
よ
る
富
の

創
出

 
5
5
億
円

 

•
臨
床
研
究
中

核
病
院
等
の
整
備

（
３
３
億

円
）
 

•
再

生
医
療
の

臨
床
応
用
に
向
け
た
人

材
育

成
 

  
 （
２
２
億
円
）
 

（
参

考
）

 

注
）

重
複

計
上

等
に

よ
り

、
各

主
要

事
項

 
 

 
の

予
算

額
と

合
計

は
合

致
し

な
い

。
 

2



医
療
提
供
体
制
の
改
革
に
関
す
る
意
見
の
ポ
イ
ン
ト
（
平
成

23
年

12
月

22
日
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
）

 

 

【
医
師
の
養
成
、
配
置
の
あ
り
方
】

 
○
総
合
的
な
診
療
を
行
う
医
師
や
専
門
医
の
養
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
に
お
い
て

検
討
を
行
う
必
要
。

 
【
医
師
確
保
対
策
の
あ
り
方
】

 
○
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等
を
通
じ
て
都
道
府
県
が
地
域
の
医
師
確
保
に
取
り
組
む
た
め
、

法
制
化
等
に
よ
り
都
道
府
県
の
役
割
を
明
確
化
。

 
○
都
道
府
県
は
、
医
療
圏
・
診
療
科
ご
と
の
医
師
の
需
給
状
況
を
把
握
し
必
要
性
の
高

い
と
こ
ろ
に
医
師
を
供
給
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
。

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
等
確
保
対
策

 

Ⅰ
 
基
本
的
な
考
え
方

 
○
現
在
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
取
り
組
み
つ
つ
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
、
よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
の
構
築
。

 
○
①
医
師
等
の
確
保
・
偏
在
対
策
、
②
病
院
・
病
床
の
機
能
の
明
確
化
・
強
化
、
③
在
宅
医
療
・
連
携
の
推
進
、
④
医
療
従
事
者
間
の
役
割
分
担
と
チ
ー
ム
医
療
の

 
 
推
進
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
医
療
提
供
体
制
の
機
能
強
化
に
向
け
た
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
。

 
Ⅱ

 
個
別
の
論
点
に
つ
い
て

 

【
病
床
区
分
の
あ
り
方
】

 
○
一
般
病
床
に
つ
い
て
機
能
分
化
を
進
め
、
急
性
期
医
療
へ
の
人
的
資
源
の
集
中
化
を

図
る
な
ど
、
病
床
の
機
能
分
化
・
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
法
制
化
を
含
め
、
こ
う
し
た

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

 
○
一
般
病
床
の
機
能
分
化
を
進
め
、
急
性
期
医
療
へ
の
人
的
資
源
の
集
中
化
を
図
る
た

め
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
、
検
討
の
場
を
設
け
、
早
急
に
検
討
（
※
）
。

 
【
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
仮
称
）
の
創
設
】

 
○
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
研
究
開
発
を
推
進
し
、
医
療
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の
拠
点
と
し
て
臨
床
研
究
中
核
病
院
を
法
制
上
位
置
づ
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
検
討
。

 
【
特
定
機
能
病
院
の
あ
り
方
】

 
○
高
度
な
医
療
の
提
供
を
担
う
特
定
機
能
病
院
と
し
て
の
質
を
継
続
的
に
確
保
し
て
い

く
た
め
、
更
新
制
度
を
導
入
す
る
等
、
評
価
の
あ
り
方
を
検
討
。

 

病
院
・
病
床
の
機
能
の
明
確
化
・
強
化

 

【
在
宅
医
療
の
推
進
、
医
療
・
介
護
間
の
連
携
】

 
○
在
宅
医
療
の
推
進
に
は
、
複
数
の
医
療
機
関
等
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

地
域
と
し
て
の
供
給
体
制
整
備
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
多

職
種
で
の
連
携
、
協
働
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

 
○
在
宅
医
療
の
拠
点
と
な
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
法
制
上
、
そ
の
趣
旨
及
び
役
割

を
明
確
化
す
べ
き
。

 
○
在
宅
医
療
を
担
う
医
療
機
関
等
の
具
体
的
な
整
備
目
標
や
役
割
分
担
等
を
医
療
計

画
に
盛
り
込
む
こ
と
を
法
制
上
明
確
に
す
べ
き
。

 

在
宅
医
療
・
連
携
の
推
進

 

【
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
】

 
○
限
ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
で
効
率
的
か
つ
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
、
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
。
各
医
療
関
係
職
種
が
担
う
役
割
の
重
要

性
を
認
識
し
、
適
切
な
評
価
を
す
る
べ
き
。

 
【
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
等
の
業
務
範
囲
】

 
○
安
全
性
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
、
現
在
看
護
師
が
実
施
し
て
い

る
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
・
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
、
教
育
・
研

修
を
付
加
す
る
必
要
。
看
護
師
が
安
全
か
つ
迅
速
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
公
的
に
認
証
す
る
こ
と
を
含
め
一
定
以

上
の
能
力
を
認
証
す
る
仕
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
こ
の
認
証
の
仕
組
み
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
医
療
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
必
要
（
※
）
。

 
○
診
療
放
射
線
技
師
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
担
保
し
た
上
で
、
検
査
関
連
行
為
と

核
医
学
検
査
を
そ
の
業
務
範
囲
に
追
加
す
る
こ
と
が
必
要
。

 
※
「
一
般
病
床
の
機
能
分
化
」
に
つ
い
て
は
、
「
急
性
期
医
療
に
関
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
」
で
具
体
的
な
枠
組
み
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
本
年

6月
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
で
了
承
。

 
 
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」
の
創
設
に
つ
い
て
、

 「
チ
ー
ム
医
療
推
進
会
議
」
に
お
い
て
現
在
検
討
中
。

 

医
療
従
事
者
間
の
役
割
分
担
と
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

 

  

２
．

医
療

提
供

体
制

の
改

革
に

つ
い

て
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＜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
＞

 
（
人
口
１
万
人
の
場
合
）

 

通
院

 

訪
問
介
護

 
・
看
護

 

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
（

17
→

37
人
分
）

 
・
小
規
模
多
機
能

 
（

0.
25
か
所
→
２
か
所
）

 
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 
な
ど

 

退
院
し
た
ら

 

住
ま
い

 

自
宅
・
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅

 

老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援

 
等

 

生
活
支
援
・
介
護
予
防

 

医
療

 
介
護

 

・
在
宅
医
療
等

 
（
１
日
当
た
り

 
 

17
→

29
人
分
）

 
・
訪
問
看
護

 
（
１
日
当
た
り

 
 

31
→

51
人
分
）

 

・
24
時
間
対
応
の
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー

ビ
ス
（

15
人
分
）

 

・
介
護
人
材

(2
19
→

 
  3

64
～

38
3人

) 

通
所

 

在
宅
医
療

 
・
訪
問
看
護

 

※
地
域
包
括
ケ
ア
は
、

人
口
１
万
人
程
度
の

中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
想
定

 

※
数

字
は

、
現

状
は

20
12

年
度

、
目

標
は

20
25

年
度

の
も
の

 

■
 病

床
機
能
に

応
じ
た
医
療
資
源
の
投
入
に
よ

る
入
院

医
療
強
化

 
■
 在

宅
医
療
の

充
実
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構

築
 

ど
こ
に
住

ん
で

い
て

も
、

そ
の

人
に

と
っ

て
適

切
な

医
療
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

ら
れ

る
社

会
へ

 

改
革

の
イ
メ
ー

ジ
 

病
気
に
な
っ
た
ら

 

・
医
療
か
ら
介
護
へ
の

 
 
円
滑
な
移
行
促
進

 
・
相
談
業
務
や
サ
ー
ビ
ス

 
 
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

 

元
気
で
う
ち
に

 
帰
れ
た
よ

 

亜
急
性
期
・
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
院

 

救
急
・
手
術
な
ど
高
度
医
療

 

集
中
リ
ハ
ビ
リ

 
→
早
期
回
復

 

早
期
退
院

 

（
人
員
１

.6
倍

 
 

 
～

2倍
）

 

急
性
期
病
院

 

日 常 の 医 療 

・
地
域
の
病
院
、
拠
点
病
院
、
回
復
期
病
院
の
役
割

 
 
分
担
が
進
み
、
連
携
が
強
化
。

 
・
発
症
か
ら
入
院
、
回
復
期
、
退
院
ま
で
ス
ム
ー
ズ

 
 
に
い
く
こ
と
に
よ
り
早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
に

 

包
括
的

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
 

 
 

 
・
在
宅
医
療
連
携
拠
点

 
 

 ・
地
域
包
括

 
 

 
 支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 ・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

 
 

 

か
か
り
つ
け
医

 

地
域
の
連
携
病
院

 医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
保
障
の
強
化

 

  

4



１
 
病

床
の

機
能

分
化
の
推
進
（医

療
法
関
係
） 

  
・
 

  各
医

療
機

関
が

、
そ
の
有
す
る
病
床
の
医

療
機

能
（急

性
期

、
亜

急
性

期
、
回
復

期
等
）
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
仕
組
み
を
創
設
。

 
  
・
 

  医
療

計
画

の
必

要
的
記
載
事
項
と
し
て
、
報

告
の

仕
組
み

を
通

じ
て
把
握

し
た
地
域

の
医
療

機
能
の
現
況
及
び
地
域
医
療
の

 
 

 
将

来
の

方
向

を
追

加
。

 
 ２

 
在

宅
医

療
の

推
進
（医

療
法
関
係
） 

    
・
 

  医
療
計

画
に
お
い
て
在
宅
医
療
に
つ
い
て
５
疾

病
５
事

業
と
同
様

、
達

成
す
べ

き
目

標
や
医

療
連
携
体
制
に
関
す
る
事
項
の
記
載
を
義
務
づ
け
。

 
 ３

 
医

師
確

保
対

策
（
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
（仮

称
）の

設
置

）（
医
療

法
関
係

） 
    
・
 

 都
道

府
県

に
対

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

と
一

体
と
な
っ
て
医

師
不
足

医
療
機

関
の
医

師
確
保
の
支
援
等
を
行
う

 
   

  地
域

医
療

支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
の
努

力
義
務

規
定
を
創

設
。

 
 ４

 
チ
ー
ム
医

療
の

推
進

 
    
・
 
診

療
の

補
助

の
う
ち
高
い
専
門
知
識
と
技
能
等
が

必
要
と
な
る
行

為
を
明

確
化
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（
手
順
書
）に

 
 

 
基

づ
き
そ
の

行
為

を
実
施
す
る
看
護
師
に
対
す
る
研

修
の

仕
組
み

を
創

設
。
（
保
健

師
助
産

師
看
護
師
法
関
係
）

 
   

 ・
 
診

療
放

射
線

技
師
の
業
務
範
囲
の
拡
大
及
び
歯

科
衛

生
士

の
業
務

実
施
態

勢
の
見

直
し
。
（
診
療
放
射
線
技
師
法
、
歯
科
衛
生
士
法
関
係
） 

 ５
 
臨

床
研

究
の

推
進
（医

療
法
関
係
） 

  
・
 
日

本
発

の
革

新
的
医
薬
品
・
医
療
機
器
の
開

発
な
ど
に
必

要
と
な
る
質

の
高

い
臨

床
研
究

を
推
進
す
る
た
め
、
国
際
水
準
の
臨
床
研
究
や
医
師

 
 

 
主
導

治
験

の
中

心
的
役
割
を
担
う
病
院
を
臨
床
研

究
中
核

病
院
と
し
て
位

置
づ
け
る
。

 
 ６

 
そ
の

他
 

 
・
 
外

国
医

師
等

が
国
内
で
行
う
医
行
為
等
に
つ
い
て
、
研

修
目
的

の
場
合

に
加

え
て
、
教

授
目
的

や
臨
床
研
究
目
的
の
場
合
を

 
 

 
新
た
に
認

め
る
。

 
（
外
国
医
師
等
が
行
う
臨

床
修
練

に
係

る
医

師
法

第
十
七

条
等
の

特
例
等

に
関
す
る
法
律
関
係
）
 

 
 

 
 
等

 
 

医
療

法
等

の
一

部
を
改

正
す
る
法

律
案

（
仮

称
）
の

概
要

 

   
良
質
か

つ
適
切
な
医

療
を
効

率
的

に
提

供
す
る
た
め
、
医
療

機
関
の

医
療
機

能
の
都

道
府

県
知

事
へ

の
報

告
制

度
の

創
設

等
   

   
の
所
要

の
措
置
を
講

ず
る
。

 

Ⅰ
 
法

案
の

概
要

 

Ⅱ
 
施

行
期

日
 

未
定
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平
成

2
3
(2

0
1
1
)年

度
 

平
成

2
7
(2

0
1
5
)年

度
 

平
成

3
7
(2

0
2
5
)年

度
 

高
度

急
性

期
 

８
０
万
人

 /
 日

 
８
６
万
人

 /
 日

 
９
７
万
人

 /
 日

 
一

般
急

性
期

 

亜
急

性
期

・
回

復
期

等
 

長
期

療
養

（
慢

性
期

）
 

２
１
万
人

 /
 日

 
２
４
万
人

 /
 日

 
３
１
万
人

 /
 日

 

精
神

病
床

 
３
１
万
人

 /
 日

 
３
２
万
人

 /
 日

 
３
４
万
人

 /
 日

 

入
院

計
 

１
３
３
万
人

 /
 日

 
１
４
３
万
人

 /
 日

 
１
６
２
万
人

 /
 日

 

  高
度

急
性
期
 

【
一

般
病
床

】
 

 
1
0
7
万
床
 

7
5
％

程
度
 

1
9
～

2
0
日
程
度
 

【
一

般
病
床

】
 

 
 
 
1
1
4
万
床
 

7
5
％
程
度
 

1
9
～
2
0
日
程

度
 

【
一
般
病
床
】
 

 
1
2
9
万
床
 

7
5
％
程
度
 

1
9
～
2
0
日
程

度
 

一
般

急
性
期
 

亜
急

性
期
・

回
復
期

等
 

長
期

療
養
（

慢
性
期

）
 

 
 
 
2
3
万
床

 
 
 
 
  
 
9
1％

程
度
 

1
5
0
日
程
度
 

 
 
 
2
7
万
床

 
 
 
  
9
1
％
程
度
 

1
5
0
日

程
度
 

 
 
3
4
万
床
 
 
 
 
  
 
 
9
1％

程
度
 

1
5
0
日

程
度
 

精
神

病
床
 

 
 
 
3
5
万
床

 
 
 
 
  
 
 
9
0％

程
度
 

3
0
0
日
程
度
 

 
 
 
 
3
6
万
床

 
 
 
  
9
0
％
程
度
 

3
0
0
日

程
度
 

 
 
 
3
7
万
床
 
 
 
 
  
 
 
9
0％

程
度
 

3
0
0
日

程
度
 

入
院

計
 

 
 
1
6
6
万
床

 
 
 
 
  
 
 
8
0％

程
度
 

 
3
0
～

3
1日

程
度
 

 
 
 
1
7
8
万
床

 
 
 
  
8
0
％
程
度
 

3
0
～
3
1
日
程

度
 

 
 
2
0
2
万
床
 
 
 
 
  
 
 
8
0％

程
度
 

3
0
～
3
1
日
程

度
 

（
参

考
）
総

人
口

 
１
億
２
７
２
９
万
人

 
１
億

２
６
２
３
万
人

 
１
億
２
１
５
７
万
人

 

1
.１

日
当
た

り
入
院
者
数
の
見
込
み
 

2
. 
必
要

病
床
数

の
見
込
み
 

現
在
の
性
･年

齢
階
級
別
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
そ
の
ま
ま
将
来
に
投
影
し
た
場
合
に
お
け
る
入
院
者
数
等
の
見
込
み
 

※
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
に
お
け
る
「
医

療
・
介

護
に
係

る
長

期
推

計
」
に
お
け
る
デ
ー
タ
に
よ
る
。
必
要

病
床
数

の
見
込

み
に
お
い
て
、
「
％

」
は

平
均

稼
働

率
、
「
日

」
は

平
均

在
院

日
数

。
 

○
現
状
を
将

来
に
投
影
し
た
場

合
、
１
日

当
た
り
入

院
者
数

は
、
１
３
３
万
人

 →
 １
６
２
万
人
（
２
０
２
５
年
）
に
増

加
。
こ
の

ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
必

要
病

床
数

は
、

 
 

 一
般
病
床

で
１
０
７
万
床

 →
 １
２
９
万

床
に
、
病

床
総

数
で
１
６
６
万
床

 →
 ２
０
２
万
床
に
急
増
。

 
○
し
か
し
、
我
が
国
は
、
諸
外

国
に
比

べ
人

口
当

た
り
病
床
数

は
多
い
が
医
師

数
は
少

な
い
中
で
、
こ
の

よ
う
に
病

床
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
は
非

現
実

的
。

 
○
し
た
が
っ
て
、
医
療
資
源

を
効

果
的

か
つ
効

率
的

に
活

用
し
て
い
く
た
め
、
病
床

の
機
能

分
化

を
進
め
、
機

能
に
応

じ
た
資

源
投

入
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
入

院
医

療
全
体
の
機
能
強
化
と
在

宅
医

療
等

の
充

実
を
図

る
こ
と
が
必
要
。

 

 

  

３
．

一
般

病
床

の
機

能
分

化
を

推
進

す
る

た
め

の
仕

組
み

に
つ

い
て
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○
住

民
や

患
者

は
、
都

道
府

県
が

公
表

す
る
情

報
等

を
も
と
に
各

医
療

機
関

の
機

能
を
適

切
に
理

解
し
つ
つ
利

用
 

○
都
道
府
県
は
、
各
医

療
機
関
か
ら
の
報
告
内
容
を
患
者
・
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表
。

 
○
都
道
府
県
は
、
各
医
療
機
関
の
医
療
機
能
や
病
床
機
能
の
情
報
を
活
用
し
て
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
医
療
機
能
の
分
化
と
連
携
の
姿
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
描
く
（
新
た
に
医
療
計
画
に
お
い
て
策
定
）

 

【
地

域
の

医
療

ビ
ジ
ョ
ン
作

成
】

 
・
地
域
の
将
来
的
な
医
療
ニ
ー
ズ
の
見
通
し

を
踏
ま
え
た
あ
る
べ
き
医
療
提
供
体
制

 
・
医
療
資
源
の
現
状

 
 
等

 

一
般

病
床

の
機

能
分

化
を
推
進

す
る
た
め
の
仕
組
み

 

地
域
の
医
療
提
供

体
制
の
構
築

 

急
性
期

 

亜
急
性

期
 

回
復
期

 

療
養
期

 
在
宅

 

医
療

機
能
、

病
床

機
能

の
情

報
等

 

（
機
能
が
見
え
に
く

い
）

 

（
回
復
期
）

 

（
亜
急
性
期
）

 

（
急
性
期
）

 

医
療

機
能

 
を
自

ら
選

択
 

医 療 機 関 

都 道 府 県 

○
各
医
療
機
関
は
、
自
ら
選
択
し
た
医
療
機
能
（
急
性
期
、
亜
急
性
期
、
回
復
期

等
）
の
内

容
や
病
床
機
能
（
提
供
し
て
い
る
医
療
の
特
性
、
人
的
な
体
制
等
）
を

都
道
府

県
に
報
告
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
。
報
告
は

病
棟
単
位
を
基
本
。

 

○
医
療
機
関
は
ビ
ジ
ョ

ン
を
経
営
戦
略
の
指

標
と
し
て
活
用
（
医
療

機
能
の
選
択
に
活
用
）

 

【
報

告
制
度

の
導
入

】→
現
状
把
握

 

住
民

・
患

者
 

一
般
病
床

 
一
般
病
床

 

○
一

般
病

床
の

機
能

分
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

 
   
①

医
療

機
関

が
担

っ
て
い
る
医
療
機
能
を
都
道

府
県
に
報
告

す
る
仕

組
み

を
導
入

す
る
と
と
も
に
、

 
  
②

報
告

を
受

け
た
情
報
を
活
用
し
、
医
療
計
画

に
お
い
て
、
そ
の

地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域

医
療
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

 
 
す
る
仕

組
み

を
導

入
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
実
情

に
応

じ
た
医
療

機
能
の

分
化
と
連

携
を
推

進
し
、
均
衡
あ
る
地
域
医
療
の
発
展
を
図
る
。

 
 ○

「
病

床
機
能

情
報

の
報
告
・提

供
の
具
体
的
な
あ
り
方

に
関

す
る
検

討
会

」に
お
い
て
、
報
告

を
求
め
る
医
療
機
能
の
考
え
方
や
具
体
的
な
報
告
事

項
等

に
つ
い
て
検
討
。
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③
地

域
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定

（
平

成
30

年
度
～
）

 
都
道
府
県

は
、
地
域
の

医
療

需
要

の
将

来
推
計

や
報
告
さ
れ
た
情
報

等
を
活

用
し
、
そ
の
地

域
に

ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ

た
医

療
機

能
の

分
化
と
連

携
を
適
切

に
推

進
す
る
た
め
の
地

域
医

療
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
医

療
計

画
に
新

た
に
盛

り
込

み
、
さ
ら
な
る
機

能
分
化

を
推

進
。

 

②
機

能
分

化
の

支
援

（
平

成
26

年
度

～
）

 
 都

道
府
県
が
、
補

助
金

等
を
活

用
し
て
、
医

療
関

係
者

に
よ
る
地
域
に
お
け
る
医

療
機

関
の

機
能

分
化

の
取

組
の
支
援
等
を
行

う
。

 

機
能
分
化
を
推
進
す
る
た
め
の
仕

組
み

 

（
機
能
が

 
見

え
に
く
い
）

 
医

療
機

能
 

を
自

主
的
に

 
選

択
 

医 療 機 関 

（
A
病
棟
）

 
急
性
期

 

（
C病

棟
）

 
回

復
期
リ
ハ

 

（
B病

棟
）

 
亜
急
性
期

 

①
医

療
機

関
に
よ
る
報

告
（
平

成
26

年
度
～
）

 
医

療
機
関

が
、
そ
の
有

す
る
病

床
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
医
療
機

能
の

現
状
と
今
後
の
方
向

を
選

択
し
、
病

棟
単

位
で
、
都

道
府
県

に
報
告
す

る
制

度
を
設
け
、
医
療

機
関

の
自

主
的

な
取

組
を
進

め
る
。

 

現
状

と
今
後

の
 

方
向

を
報

告
 

・
各

医
療

機
関

の
機

能
を
適

切
に

理
解

し
つ
つ
利

用
 

住
民

・
患

者
 

公
表

 
 ・
各

医
療

機
関

か
ら
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
医

療
機

能
情

報
提

供
制

度
等
の
既
存
の
情
報
と
併
せ

て
、
患

者
・

住
民

に
わ

か
り
や
す
い
形
で
公
表

 

都
道
府
県

 

公
表

 

※
ま
た
、
診
療

報
酬

の
活

用
に
つ
い
て
も
検

討
 

経
営
戦

略
の

指
標

と
し
て
活

用
 

8
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承
認
要
件

 

※
承
認

を
受

け
て
い
る
病
院
（平

成
24

年
2月

29
日

現
在

） 
…

 
84

病
院

 

趣
   

  旨
 

役
   

 割
 

 ○
 
高

度
の

医
療

の
提
供

 
 ○

 
高

度
の

医
療

技
術
の
開
発
・
評
価

 
 ○

 
高

度
の

医
療

に
関

す
る
研
修

 

○
 
高

度
の

医
療

の
提
供
、
開
発
及
び
評
価
、
並
び
に
研
修

を
実

施
す
る
能

力
を
有

す
る
こ
と
。

 
○

 
他

の
病

院
又

は
診
療
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患

者
に
対
し
、
医

療
を
提

供
す
る
こ
と
（紹

介
率

３
０
％
以
上
の
維
持
）

 
○

 
病

床
数

･･
･･
･･

40
0床

以
上
の
病
床
を
有
す
る
こ
と
が
必

要
。

 
○

  人
員

配
置

 
 

 
・
医

 
師

･･
･･
通

常
の
病
院
の
２
倍
程
度
の
配
置
が

最
低
基

準
。

 
 

 
・
薬

剤
師

･･
･･
入
院
患
者
数

÷
30

が
最
低
基
準

。
（一

般
は
入

院
患
者

数
÷

70
）

 
 

 
・
看

護
師

等
･･
入

院
患
者
数

÷
２
が
最
低
基
準

。
（一

般
は
入

院
患
者

数
÷
３
）

 
 

 
［
外

来
に
つ
い
て
は

、
患
者
数

÷
30

で
一
般
病

院
と
同

じ
］

 
 

 
・
管

理
栄

養
士

１
名

以
上
配
置
。

 
○

  構
造

設
備

･･
･･
集
中
治
療
室
、
無
菌
病
室
、
医
薬

品
情
報

管
理
室

が
必
要

。
 

 
 
等

 

 
   

  医
療
施

設
機

能
の

体
系
化
の
一
環
と
し
て
、
高

度
の
医

療
の
提

供
、
高

度
の

医
療
技

術
の
開

発
及
び
高
度
の
医
療
に
関
す

る
研

修
を
実

施
す
る
能
力
等
を
備
え
た
病
院
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働

大
臣
が

個
別
に
承
認

す
る
も
の
。

 

特
定

機
能

病
院

制
度

の
概

要
 

４
．

特
定

機
能

病
院

及
び

地
域

医
療

支
援

病
院

の
承

認
要

件
の

見
直

し
に

つ
い

て
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○
 
紹

介
患

者
に
対

す
る
医
療
の
提
供
（
か
か
り
つ
け
医

等
へ
の

患
者
の

逆
紹
介

も
含
む
）

 
○

 
医

療
機

器
の

共
同
利
用
の
実
施

 
 

 
○

 
救

急
医

療
の

提
供

 
○

 
地

域
の

医
療

従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

承
認
要
件

 
○

 
開

設
主

体
：
原

則
と
し
て
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村

、
社

会
医

療
法
人

、
医

療
法

人
等

 
○

 
紹

介
患

者
中

心
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

 
 
①

 
紹

介
率

80
％

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
（
紹
介

率
が

60
％

以
上

で
あ
っ
て
、
承
認

後
２
年

間
で
当

該
紹
介
率
が

80
％
を
達
成
す
る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
場
合
を
含
む
。
） 

 
②

 
紹

介
率

が
60

％
を
超
え
、
か
つ
、
逆
紹
介
率

が
30

％
を
超

え
る
こ
と

 
 
③

 
紹

介
率

が
40

％
を
超
え
、
か
つ
、
逆
紹
介
率

が
60

％
を
超

え
る
こ
と

 
 

○
 
救

急
医

療
を
提

供
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と

 
○

 
建

物
、
設

備
、
機

器
等
を
地
域
の
医
師
等
が
利

用
で
き
る
体
制

を
確

保
し
て
い
る
こ
と

 
○

 
地

域
医

療
従

事
者
に
対
す
る
研
修
を
行

っ
て
い
る
こ
と

 
○

 
原

則
と
し
て

20
0床

以
上
の
病
床
、
及
び
地
域
医

療
支
援

病
院
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施

設
を
有
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
等

 

 
医

療
施

設
機

能
の

体
系
化
の
一
環
と
し
て
、
患
者

に
身

近
な
地

域
で
医

療
が

提
供
さ
れ

る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
紹

介
患

者
に
対

す
る
医

療
提
供
、
医
療
機
器
等
の
共

同
利
用

の
実
施

等
を
通
じ
て
、
第

一
線
の

地
域
医
療
を
担
う
か
か
り
つ
け
医
、
か

か
り
つ
け
歯

科
医

等
を
支
援
す
る
能
力
を
備
え
、
地

域
医

療
の
確

保
を
図
る
病

院
と
し
て
相

応
し
い
構
造
設
備
等
を
有
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
都

道
府

県
知
事
が
個
別
に
承
認
し
て
い
る
。

 

※
承

認
を
受

け
て
い
る
病
院
（平

成
24

年
１
月
１
日

現
在
）
 

…
 

38
6病

院
 

 

趣
   

  旨
 

役
   

 割
 

地
域

医
療

支
援

病
院

制
度

の
概

要
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○
特
定
機
能
病
院
が
担
う
「
高
度
な
医
療
」
と
は
、
今
後
の
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
複
数
の
疾
患
を
持
つ
複
雑
性

の
高
い
患
者
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る

中
で
、
多

分
野

に
わ

た
る
総
合
的
な
対
応
能
力
を
有
し
つ
つ
、
か
つ
専
門
性
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
  ○

ま
た
、
特
定
機
能
病

院
は
、
一
般
の
医
療
機
関
で
は
通
常
提
供
す
る
こ
と
が
難
し
い
診
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て
、
地

域
医

療
の

最
後

の
拠
り
所

と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 
  ○

大
学
病
院
等
大
病
院
に
つ
い
て
、
外
来
が
集
中
し
勤
務
医
の
長
時
間
勤
務
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
患
者
が
大
病
院
を
選

ば
ざ
る
を
得
な
い
現
状
も
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
貴

重
な
医

療
資

源
の
効
率
的
な
配
分
及
び
勤
務
医
の
労
働
環

境
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら
、
特
定
機
能

病
院

の
外

来
診
療
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

 
  ○

特
定
機
能
病
院
に
お
け
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
論

文
数
等
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が

、
そ
の
質

の
担

保
の
た
め
に
は
、
更
な
る
評
価
の

観
点
が
必
要
で
あ
る
。

 
  ○

特
定
機
能
病
院
に
つ
い
て
は
、
制
度
発
足
当
初
か
ら
医
療
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
、
以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の

体
制

、
機

能
を
強
化
す
る
観
点

か
ら
、
現
行
の
承
認
要
件
や
業
務
報
告
の
内
容
等
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 
  ○

高
度
な
医
療
の
提
供
を
担
う
特
定
機
能
病
院
と
し
て
の
質
を
継
続
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
、
更

新
制

度
を
導
入
す
る
等
、
特
定
機
能
病
院
に
対
す
る
評

価
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

医
療
部
会
に
よ
る
提
言

 
～

「
医
療
提
供
体
制
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」
（
平
成

23
年

12
月
）
よ
り
～

 

○
当
初
の
地
域
医
療
支
援
病
院
の
理
念
を
踏
ま
え
、
地
域
医
療
支
援
病
院
に
お
け
る
外

来
診

療
の
あ
り
方

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

 
  ○
地
域
医
療
支
援
病
院
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
他

の
医

療
機

関
間
と
の
連
携
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

 
  ○
地
域
医
療
支
援
病
院
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
役
割
・
機
能
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
現
行
の
承

認
要

件
や

業
務

報
告
の
内
容

等
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

特
定
機
能
病
院

 

地
域

医
療
支
援
病
院
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【
趣

旨
】
 

 
社

会
保

障
審

議
会
医
療
部
会
に
お
い
て
、
特

定
機

能
病
院

及
び
地

域
医

療
支
援

病
院
の

承
認
要
件
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

検
討

す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
検
討

会
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の

具
体
化

に
向

け
て
検
討
を
行
う
。

 
 

 【
主

な
検

討
項

目
】 


特

定
機

能
病

院
の
承
認
要
件
の
見
直
し

 


地

域
医

療
支

援
病
院
の
承
認
要
件
の
見

直
し

 

 【
構
成

員
】
 

○
 上

田
 

 
茂

 
 

 
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

理
事

 

 
 
梅

本
 

 
逸

郎
  
  
 時

事
通
信
社
外
国
経
済

部
部

長
 

◎
 遠

藤
 

 
久

夫
  
  
学
習
院
大
学
経
済
学
部

教
授

 

 
 
遠

藤
  
  
 秀

治
 

 
公
益
社
団
法
人
日
本
薬
剤

師
会

理
事

 

 
 
梶

井
 

 
英

治
 

 
自
治
医
科
大
学
教
授

 

 
 
齋

藤
 
訓

子
 

 
  
 公

益
社
団
法
人
日
本
看

護
協

会
常

任
理
事

 

 
 
堺

 
常

雄
 

 
 

  
  
一
般
社
団
法
人
日
本
病
院

会
会

長
 

 
 
佐

藤
 
保

 
 

 
  
  
社
団
法
人
日
本
歯
科
医

師
会

常
務

理
事

 

 
 
島

崎
 
謙

治
 

 
  
 政

策
研
究
大
学
院
大
学

教
授

 

霜
鳥

 
一

彦
 

 
健

康
保

険
組
合
連
合
会
理
事

 

中
川

 
俊

男
 

 
社

団
法

人
日
本
医
師
会
副
会
長

 

西
澤

 
寛

俊
 

 
社

団
法

人
全
日
本
病
院
協
会
会
長

 

邉
見

 
公

雄
 

 
公

益
社

団
法
人
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
会
長

 

松
田

 
晋

哉
 

 
産

業
医

科
大
学
教
授

 

眞
鍋

 
馨

 
 

 
長

野
県

健
康
福
祉
部
長

 

宮
崎

 
勝

 
 

 
千

葉
大

学
附
属
病
院
病
院
長

 

森
山

 
寛

 
 

 
東

京
慈

恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院
病
院
長

 

 
特
定
機
能

病
院
及
び
地

域
医
療
支
援
病
院
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会

 

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

】
 

 
第

1
回

 
平

成
２
４
年
３
月

 
 
特
定
機
能
病
院
及

び
地

域
医

療
支

援
病

院
の
承

認
要
件

の
見
直

し
に
つ
い
て

 
 
第

2
回

 
平

成
２
４
年
４
月

 
 
特
定
機
能
病
院
及

び
地

域
医

療
支

援
病

院
の
承

認
要
件

の
見
直

し
に
つ
い
て

 
 
第

3
回

 
平

成
２
４
年
６
月

 
 
指
摘
事
項
に
つ
い
て
、
特
定

機
能
病

院
及
び
地

域
医

療
支

援
病
院

の
承
認
要
件
の
見
直
し
に
つ
い
て

 
 
第

4
回

 
平

成
２
４
年
７
月

  
  
 実

態
調
査
に
つ
い
て

 
  
第

5
回

 
平

成
２
４
年

度
内
の
開
催
を
予
定
。

 

◎
は
座
長

 
   

  ○
座
長
代
理

 
（
五
十
音
順
）
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５
．

医
療
事

故
に

係
る

調
査

の
仕

組
み

等
に
つ
い
て

 

平
成

１
９
年

 
○

 
医

療
事
故
に
係

る
調

査
の

仕
組

み
に
つ
い
て
、
自
民

党
「
医
療
紛

争
処
理

の
あ
り
方

検
討

会
」
（
座

長
：
大

村
秀

章
議

員
）
 

 
 
の
取
り
ま
と
め
（
平

成
1
9
年

1
2
月

）
に
お
い
て
、
新

制
度
の

骨
格
や

政
府

に
お
け
る
留

意
事

項
を
提

示
。

 
 平

成
２
０
年

 
○

 
厚

生
労
働
省

に
お
い
て
は

、
平

成
1
9
年
４
月
か
ら
検
討
会

で
検
討
を
行
い
、
三
次

に
わ

た
る
試

案
公

表
と
意

見
募

集
を
実

 
 
施
。
提
出
さ
れ
た
意

見
と
自

民
党

の
検
討

会
で
の
議
論

を
踏

ま
え
、
平
成

2
0
年
６
月

に
「
医

療
安

全
調

査
委

員
会

設
置

法
案

 
 
（
仮
称

）
大
綱
案

」
を
公

表
。

 
 ○

 
第

三
次
試
案

や
大

綱
案

に
対

し
て
、
医
療

関
係
者

の
一
部

か
ら
様

々
な
懸
念

が
寄

せ
ら
れ

た
。

 
 平

成
２
１
年

 
○

 
政

権
交
代
が

あ
り
、
当

時
の

厚
生

労
働

大
臣

よ
り
「
（
厚
労
省
）
第
三

次
試
案

及
び
大

綱
案

の
ま
ま
成

案
に
す
る
こ
と
は

考
 

 
え
て
い
な
い
」
旨

の
国

会
答

弁
が

あ
っ
た
。

 
 平

成
２
３
年

以
降

 
○

 
こ
う
し
た
中
、
民

主
党

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
等

に
基

づ
き
、
平
成

2
3
年
８
月

に
厚
生

労
働
大

臣
政

務
官

主
宰

の
「
医

療
の

質
の

 
 
向
上

に
資
す
る
無

過
失

補
償

制
度

等
の

あ
り
方

に
関
す
る
検

討
会
」
を
設

置
し
、
検
討

を
開

始
し
た
が

、
同

検
討

会
で
「
ま
ず

 
 
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
医

療
事

故
調

査
制

度
の
見

通
し
を
つ
け
る
べ

き
」
 
と
の
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
平

成
2
4
年

２
 

 
 
月
に
同
検
討
会
の

下
に
「
医

療
事

故
に
係

る
調

査
の
仕

組
み
等

の
あ
り
方

に
関

す
る
検

討
部

会
」
（
大

臣
政

務
官

主
宰

）
を

 
 
設
置
。

 
 

 
 ○

 
同

検
討
部
会

は
、
現

在
ま
で

1
0
回

開
催
し
、
検
討

事
項

に
関
す
る
議

論
は
一

巡
。
各

医
療

関
係

団
体

は
、
第

三
者

機
関

を
 

 
民
間
組
織
と
す
る
こ
と
で
概

ね
一

致
し
て
き
た
が
、
意
見
が

分
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
引

き
続

き
議

論
が

必
要

。
 

  

こ
れ

ま
で
の

経
緯
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１
 
趣
旨

 
 

  
 「
医
療

の
質
の
向
上
に
資
す
る
無
過
失
補
償
制
度
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
検
討

 
 

 
課
題
の
一
つ
で
あ
る
医
療
事
故
の
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
の
仕
組
み
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 
 
幅
広
く
検
討
を
行
う
。

 
 ２

 
主
な
検
討
項
目

 
 
１
）
 
医
療

事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み
の
あ
り
方

 
 
２
）
 
再
発
防
止
の
た
め
の
仕
組
み
の
あ
り
方

 
 
３
）
 
そ
の
他

 
  
３

 
構
成
員
 

 
有
賀
 
 
徹
 
 
昭
和
大
学
病
院
 
院
長

 
 
鮎
澤
 
純
子
 
 
九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
医
療
経
営
・
管
理
学
講
座
 
准
教
授

 
 
飯
田
 
修
平
 
 
練
馬
総
合
病
院
 
院
長

 
 
岩
井
 
宜
子
 
 
専
修
大
学
 
名
誉
教
授

 
 
加
藤
 
良
夫
 
 
南
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
 
教
授
／
弁
護
士

 
 
里
見
 
 
進
 
 
東
北
大
学
 
総
長

 
 
高
杉
 
敬
久
 
 
日
本
医
師
会
 
常
任
理
事

 
 
豊
田
 
郁
子
 
 
医
療
事
故
被
害
者
・
遺
族
／
新
葛
飾
病
院
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 
 
中
澤
 
堅
次
 
 
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
 
秋
田
労
災
病
院
 
第
二
内
科
部
長

 
 
樋
口
 
範
雄
 
 
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
 
教
授

 
 
本
田
麻
由
美
 
 
読
売
新
聞
東
京
本
社
 
編
集
局
社
会
保
障
部
 
記
者

 
 
松
月
み
ど
り
 
 
日
本
看
護
協
会
 
常
任
理
事

 
 
宮
澤
 
 
潤
 
 
宮
澤
潤
法
律
事
務
所
 
弁
護
士

 
 
山
口
 
育
子
 
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
 
理
事
長

 
 
山
口
 
 
徹
 
 
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
虎
の
門
病
院
 
院
長

 
○
山
本
 
和
彦
 
 
 
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
 
教
授
 

 
○
座
長
、

五
十
音
順
（
敬
称
略
）

   
 

 

 ４
 
検

討
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
  

 
 

 
 
第
１
回
 

平
成
２
４
年
 
２
月
１
５
日

 
 

 
・
今
後
の
検
討
方
針
の
確
認
、

 
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡
の

 
 

 
 
調
査
分
析
モ
デ
ル
事
業
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

 
等

 
 
第
２
回
 
平
成
２
４
年
 
３
月
２
９
日

 
 

 
・
関
係
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

 
 
第
３
回
 
平
成
２
４
年
 
４
月
２
７
日
 

 
・
構
成
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
 

 
第
４
回
 
平
成
２
４
年
 
６
月
１
４
日
 

 
・
調
査
を
行
う
目
的
、
対
象
や
範
囲
、
組
織
に
つ
い
て
 

 
第
５
回
 
平
成
２
４
年
 
７
月
２
６
日
 

 
・
調
査
を
行
う
組
織
、
調
査
結
果
の
取
扱
い
に
つ
い
て
 

 
第
６
回
 
平
成
２
４
年
 
８
月
３
０
日
 

 
・
調
査
の
実
務
、
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
 

 
第
７
回
 
平
成
２
４
年
 
９
月
２
８
日
 

 
・
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡
の
調
査
分
析
モ
デ
ル
事
業
の
実
務
 
 

 
 
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
調
査
に
必
要
な
費
用
負
担
に
つ
い
て
 
 

 
第
８
回
 
平
成
２
４
年
１
０
月
２
６
日
 

 
・
捜
査
機
関
と
の
関
係
に
つ
い
て
 

 
第
９
回
 
平
成
２
４
年
１
２
月
１
４
日
 

 
・
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
消
費
者
庁
か
ら
の
ヒ
ア
 

 
 
リ
ン
グ
 

 
・
再
発
防
止
の
あ
り
方
に
つ
い
て
 

 
第
1
0
回
 
平
成
２
５
年
 
２
月
 
７
日
 

 
・
関
係
団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
 

 
 
 
 
 

  
 

 

医
療

事
故
に

係
る

調
査

の
仕

組
み

等
の

あ
り

方
に

関
す
る
検
討
部
会
の
概
要
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制
度
創

設
の
経
緯
等

 

 
分
娩

時
の
医
療
事
故
で
は
、
過
失
の
有
無
の
判
断
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
裁
判
で
争
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
が
多
い
こ
と
が
産
科
医
不
足
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

安
心

し
て
産
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
①
分
娩
に
係
る
医
療
事
故
に
よ
り
障
害
等
が
生
じ
た
患
者
に
対
し
て
救
済
し
、
②
紛
争
の
早
期
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
③
事
故
原
因

の
分

析
を
通

し
て
産
科
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成

2
1
年
１
月
か
ら
（
公
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
お
い
て
産
科
医
療
補
償
制
度
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

補
償
対

象
 

 
 

 
 

 
 
分
娩

に
関

連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳
性
麻
痺

 

・
出
生

体
重

2
,0

0
0ｇ

以
上
か
つ
在
胎
週
数

3
3
週
以

上
、
ま
た
は

在
胎
週
数

28
週
以
上
か
つ
所
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

 
 

・
身
体

障
害

者
等
級
１
・２

級
相

当
の
重
症
者

  
  

  
  

 
・
先
天
性
要
因
等
の
除
外
基
準
に
該
当
す
る
も
の
除
く
 

（
補

償
の
状

況
（
H

2
5
.2

.1
現
在

））
 

 
 

 
 
合

計
 
４
３
８

 人
 

 
・
平

成
2
1
年
出
生
児

 
１
８
７
人

 
 
・
平
成

2
2
年
出
生
児

 
１
５
９
人

 
 
・
平
成

2
3
年
出
生
児

 
８
０
人

 
 
・
平
成

2
4
年
出
生
児

 
１
２
人

 

そ
の

他
 

 
遅
く
と
も

5
年
後
を
目
処
に
、
制
度
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
、
適
宜
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

 

  
産

 科
 医

 療
 補

 償
 制

 度
 の

 概
 要

 

審
査
と

原
因
分
析
・
再
発
防
止
を
実
施

 

再
発

防
止

 

 
・
原
因
分
析
さ
れ
た
事
例
を
基
に
体
系
的
に
整
理
・分

析
し
、

再
発
防
止
策
を
策
定

 
・
こ
れ
ら
の
情
報
を
国
民
や
分
娩
機
関
、
学
会
等
へ
提
供

 

原
因

分
析

 

 
・
医
学
的
観
点
か
ら
原
因
分
析
し
、
分
娩
機
関
と
妊
産
婦

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 
・
個
人
情
報
等
に
配
慮
の
上
、
要
約
を

H
P
に
掲
載

 

審
査

 

 
 ・
補

償
対
象
か
否
か
を
一

元
的
に

 審
査

 
   
（
申
請

期
間
：
原
則
満
１
～
５
歳
の
間
、
特
に
重
度
の
場
合
は

 
   

  ６
ヶ
月

か
ら
申
請
可
）
 

産
科

医
療
の
質
の
向
上

 

妊
 

産
 

婦
 

・
 

児
 

各
分

娩
機
関

 
 

 
掛

金
（
保
険
料

）一
分
娩

当
た
り

 
３
万

円
 

日
本

医
療
機
能
評
価
機
構

 
（
運

営
組
織
）
 

加
入

促
進
策

 

診
療

報
酬
上
の
算
定
要
件
に
本
制
度
加

入
を
追
加

、
加

入
機
関

で
の

分
娩
に
出
産

育
児
一

時
金
を
３
万
円
追
加
（
平
成

2
3
年
４
月
か

ら
4
2
万
円

）
 等

 

 補
償

金
（
保
険
金

）保
障
金

額
 
３
，
０
０
０
万

円
 

 

一
時

金
 
６
０
０
万

円
 
＋

 
分

割
金

 
総

額
 
２
４
０
０
万

円
（年

間
１
２
０
万
円
を
２
０
回
）
 

保 険 会 社
  

６
．

産
科

医
療

補
償

制
度

に
つ

い
て
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産
 科

 医
 療

 補
 償

 制
 度

 の
申

請
漏

れ
の

防
止

の
た

め
の

広
報

・
周

知
の

徹
底

に
つ

い
て

 

○
 
本

制
度
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
制
度
創
設
時
か
ら
、
普
及
啓
発
に
関
す
る
取
組
み
や
原
因

 
 
分
析

な
ど
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
財
政
的
支
援
を
し
て
き
た
ほ
か
、
各
都
道
府

 
 
県
医

政
主
管
部
局
へ
の
協
力
を
依
頼

 ※
 す

る
な
ど
、
そ
の
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

 
 

 
 
※
「
産

科
医

療
補
償
制
度
の
普
及
・
啓
発

に
関

す
る
協

力
依

頼
に
つ
い
て
」（
平

成
20
年

７
月

10
日
付
け
事
務
連
絡
） 

 ○
 
こ
の
制
度
の
申
請
期
限
は
、
児
の
満
５
歳
の
誕
生
日
ま
で
で
あ
り
、
制
度

を
開
始
し
た
平
成

21
年
に
生
ま
れ

 
 

 た
児
は
、
平
成

26
年
年
初
よ
り
年
末
に
か
け
て
順
次
補
償
申
請
期
限
を
迎

え
る
こ
と
と
な
る
。

 
 

 
 そ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
一
定
の
周
知
を
図
っ
て
き
た
も
の
の
、
当
制
度
を
知
ら
な
い
ま
ま
申
請
期
限
が
過
ぎ
、

 
   
補
償

対
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
広
報
・
 

   
周
知

の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 
 ○

 
こ
の
た
め
、
各
都
道
府
県
医
政
主
管
部
局
等
あ
て
に
新
た
な
事
務
連
絡
を
発
出

 ※
１

 し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

 
 
各
都

道
府
県
等
に
お
か
れ
て
は
、
貴
管
下
医
療
機
関
を
通
じ
た
周
知
、
障
害

保
健
福
祉
主
管
部
局
等
と
連
携

 
 

 し
た
周
知
、
広
報
誌
等
を
活
用
し
た
住
民
へ
の
周
知
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
御
協
力
を
お
願
い
す
る
。

 
    

  ※
１

 
「
産

科
医

療
補
償
制
度
の
普
及
・啓

発
に
関

す
る
周

知
依
頼

に
つ
い
て
」
（平

成
2
5年

2月
12
日
付
け
事
務
連
絡
） 

 
 
※

２
 
具

体
的

な
周

知
方
法

 

 
 

 
 
・
妊
産

婦
及

び
脳
性
麻
痺
児
と
そ
の
家
族
が

訪
れ

る
機

会
の

多
い
場

所
（医

療
機

関
、
分
娩
機
関
、
貴
管
下
市
町
村
の
障
害
福
祉

 

 
 

 
 

 
相

談
及

び
母

子
手
帳
交
付
等
の
窓
口
な
ど
）に

お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲

示
及
び
チ
ラ
シ
の

配
布
（ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
は
、
日
本
医
療

 

 
 

 
 

 
機

能
評

価
機
構
か
ら
別
途
送
付
予
定
） 

 
 

 
 
・
広
報

誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広
報
媒

体
の

活
用

 
 
等
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事 務 連 絡                                 

平成 25 年 2 月 12 日  
             
 

都 道 府 県  
各 保健所設置市 医政主管部（局） 御中 

特  別  区 
 
 
                     厚 生 労 働 省 医 政 局 総 務 課 
 
 
 

産科医療補償制度の普及・啓発に関する周知依頼について 

 

 

 

平素より医療安全の推進につきましては、特段のご協力をいただき厚く御礼申し上げ

ます。 

産科医療補償制度は、平成２１年１月より、安心して産科医療を受けられる環境整備

の一環として、①分娩に関連して発症した重度脳性麻痺児とその家族の経済的負担を速

やかに補償し、②脳性麻痺発症の原因分析を行い、同じような事例の再発防止に資する

情報を提供し、③これらにより、紛争の防止・早期解決および産科医療の質の向上を図

ることを目的として（公財）日本医療機能評価機構において実施しています。 

また、本制度の普及・啓発については「産科医療補償制度の普及・啓発に関する協力

依頼について」（平成２０年７月１０日付け事務連絡）において、各都道府県医政主管

部局へ協力を依頼しているところです。 

本制度の申請期限は児の満５歳の誕生日までであり、制度を開始した平成２１年に生

まれた児は、平成２６年年初より順次補償申請期限を迎えることとなります。そのため、

制度の周知が不十分な状況であれば、当制度を知らないまま申請期限が過ぎ、補償対象

にもかかわらず補償を受けることができないという事態が生じるおそれがあります。 
つきましては、貴部（局）におかれましては、当制度及びその申請期限をご理解の上、

貴管下医療機関および住民等に対し、下記の点を御留意の上、広く御周知願います。 
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記 

 

 

１．対象および申請期限について（詳細は別紙１を参照） 
○対  象 ： 平成２１年１月 1 日以降に生まれた分娩に関連して発症した脳性麻 

痺児。（「先天性や新生児期の要因によらない脳性麻痺であること」

等の一定の基準を満たすことが必要になります。） 
○申請期限 ： 児の満５歳の誕生日まで（制度を開始した平成２１年に生まれた児 

は、平成２６年年初より順次補償申請期限を迎えることになります）。 
 

※ まだ申請をしていない人で補償対象に該当する可能性があると考えられる場合

は、まずは３のお問い合わせ先まで一度ご相談いただくよう周知をお願いしま

す。 
 

 

２．周知方法の具体的な方法について 

妊産婦及び脳性麻痺児とその家族が訪れる機会の多い場所（医療機関、分娩機関、

貴管下市町村の障害福祉相談及び母子手帳交付等の窓口など）において、別紙２の

ポスターの掲示及びチラシの配布を行う。また、広報誌・ホームーページ等の広報

媒体を活用する。 
これ以外にも効果的と思われる方法により周知をお願いします。 

 
また、本通知の内容については、医療関係者をはじめ、日頃、妊産婦及び脳性麻

痺児とその家族と接する機会の多い関係団体・関係者へも周知いただき、ご協力い

ただけるよう御配慮願います。 
 

 

３．問い合わせ先 

   不明な点は次のお問い合わせ先までご連絡ください。ポスター・チラシ等配布資

料につきましても、随時無料にてお送りしております。 

 

   産科医療補償制度専用コールセンター 

   ０３－５８００―２２３１（受付時間：午前９時～午後５時（土日祝除く）） 

   産科医療補償制度ホームページ 

   http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/ 

 

 

 

 

18

http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/�


19

KAGOC
スタンプ



20



公益財団法人 日本医療機能評価機構
このマークは

産科医療補償制度の
シンボルマークです

お問い合わせ先

産科医療補償制度専用コールセンター 産科医療補償制度ホームページ
http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/☎ 03-5800-2231 受付時間：午前９時～午後５時（土日祝除く）

産科医療補償制度の申請期限は

満５歳の誕生日までです

産科医療補償制度は
重度脳性まひのお子様とご家族を支援する制度です

●補償の対象と認定されると、補償金が支払われるとともに、脳性まひ発症の原因分析が行われます。
●詳細については、出産した分娩機関または下記お問い合わせ先までご相談ください。

在胎週数33週以上で出生体重2,000g以上、または在胎週数28週以上で所定の要件

身体障害者手帳１・２級相当の脳性まひ

先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ

●平成２１年１月１日以降に出生したお子様で、次の基準をすべて満たす場合、補償の対象となります。

補償対象

※生後６ヶ月未満で亡くなられた場合は、補償の対象となりません。

21
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補償対象の基準の詳細や、申請にかかる具体的な手続きなどについては、出産した分娩機関または下記お問い合わせ先までご連絡ください。

産科医療補償制度専用コールセンター

☎03-5800-2231 受付時間：午前9時～午後5時（土日祝除く）
産科医療補償制度ホームページ
http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

分娩に関連して発症した重度脳性まひのお子様とご家族の経済的負担を速やかに補償するとともに、
原因分析を行い、同じような事例の再発防止に資する情報を提供することなどにより、紛争の防止・早期
解決および産科医療の質の向上を図ることを目的としています。

■ 補償
● 補償金は、一時金と分割金をあわせ総額3,000万円が支払われます。

■ 原因分析・再発防止
● 医学的観点から原因分析を行い、報告書を保護者と分娩機関へ送付します。

● 原因分析された複数の事例をもとに再発防止に関する報告書を作成し、分娩機関や関係学
会、行政機関等に提供します。

産科医療補償制度とは

● 補償対象の認定は、本制度専用の診断書および診断基準によって行います。
身体障害者手帳の認定基準で認定するものではありません。

● 先天性や新生児期の要因に該当する疾患等が重度の運動障害の主な原因であることが明らかで
ない場合は、補償の対象となります。

補償対象について

このマークは
産科医療補償制度の
シンボルマークです

お問い合わせ先

申請できる期間は、お子様の満1歳の誕生日から満5歳の誕生日までです。
※例として、平成21年1月1日生まれのお子様は、平成26年1月1日が申請期限となります。

申請期間について

A402（1）13.01  400000
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東

京
都

港
区

東
新

橋
1-

1-
19

 ヤ
ク

ル
ト

本
社

ビ
ル

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
０

３
－

３
５

７
４

－
７

２
５

５
 

（
地

下
鉄

新
橋

駅
徒

歩
２

分
・

JR
新

橋
駅

徒
歩

３
分

）
 

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
】

10
:0

0～
10

:4
5 

   
■

今
、

な
ぜ

、
医

療
分

野
の

雇
用

の
質

の
向

上
か

 
 

 
・

酒
井

一
博

（
労

働
科

学
研

究
所

所
長

）
 

 
 

・
保

坂
 

隆
氏

（
聖

路
加

国
際

病
院

）
 

 
 

・
福

島
通

子
氏

（
塩

原
公

認
会

計
士

事
務

所
・

特
定

社
会

保
険

労
務

士
）

 
 【
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
】

11
:0

0～
12

:0
0 

 
■

先
進

事
例

に
学

ぶ
、

働
き

や
す

い
医

療
現

場
づ

く
り

 
 【
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
】

13
:3

0～
15

:0
0 

 
■

今
後

の
医

療
現

場
の

雇
用

の
質

向
上

に
向

け
て

～
医

療
界

、
行

政
 

 
 

 の
責

任
者

が
語

る
未

来
像

 
 

 
・

今
村

 
聡

氏
 

日
本

医
師

会
副

会
長

 
 

 
・

坂
本

す
が

氏
 

日
本

看
護

協
会

会
長

 
 

 
・

大
谷

泰
夫

氏
 

厚
生

労
働

省
厚

生
労

働
審

議
官

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※

 
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

酒
井

一
博

 

会
場

 

お
問
い
合
わ
せ
先
：
公
益
財
団
法
人

 労
働
科
学
研
究
所

  
 

 
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
４
－
９
７
７
－
２
１
２
１
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８
．

医
療

機
能

情
報

提
供

制
度

に
つ

い
て

 

病
院

等
に

対
し

て
、

医
療

を
受

け
る

者
が

病
院

等
の

選
択

を
適

切
に

行
う

た
め

に
必

要
な

情
報

（
医

療
機

能
情

報
）

に
つ

い
て

、
都

道
府

県
へ

の
報

告
を

義
務

付
け

、
都

道
府

県
が

そ
の

情
報

を
集

約
し

、
わ

か
り

や
す

く
提

供
す

る
制

度
（

薬
局

に
つ

い
て

も
同

様
の

制
度

あ
り

）
 

創
設

前
 

 


病

院
等

の
広

告
 


ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
等

に
よ

る
広

報
 

 
※

 病
院

等
か

ら
の

任
意

情
報

 
 

院
内

掲
示

 
 

 
 

等
 

現
行

制
度

 

（
平

成
1

9
年

4
月

～
）

 

病 院 等 

都 道 府 県 

住 民 


病

院
等

管
理

者
は

、
医

療
機

能
情

報
を

都
道

府
県

に
報

告
 


集

約
し

た
情

報
を

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
等

で
わ

か
り

や
す

く
提

供
 


医

療
安

全
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
よ

る
相

談
対

応
・

助
言

 


医

療
機

能
情

報
を

病
院

等
に

お
い

て
閲

覧
に

供
す

る
こ

と
（

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
可

）
 


正

確
か

つ
適

切
な

情
報

の
提

供
（

努
力

義
務

）
 


患

者
等

か
ら

の
相

談
に

適
切

に
応

ず
る

こ
と

（
努

力
義

務
）

 

①
管

理
・

運
営

・
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

す
る

事
項

（
基

本
情

報
（

診
療

科
目

、
診

療
日

、
診

療
時

間
、

病
床

数
等

）
、

ア
ク

セ
ス

方
法

、
外

国
語

対
応

、
費

用
負

担
等

）
 

②
提

供
サ

ー
ビ

ス
や

医
療

連
携

体
制

に
関

す
る

事
項

（
専

門
医

（
広

告
可

能
な

も
の

）
、

保
有

設
備

、
対

応
可

能
な

疾
患

・
治

療
内

容
、

対
応

可
能

な
在

宅
医

療
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
対

応
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

実
施

、
地

域
医

療
連

携
体

制
等

）
 

③
医

療
の

実
績

、
結

果
等

に
関

す
る

事
項

（
医

療
安

全
対

策
、

院
内

感
染

対
策

、
診

療
情

報
管

理
体

制
、

治
療

結
果

分
析

の
有

無
、

患
者

数
、

平
均

在
院

日
数

等
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

①
必

要
な

情
報

は
一

律
提

供
 

②
情

報
を

集
約

化
 

③
客

観
的

な
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

提
供

 
④

相
談

助
言

機
能

の
充

実
 

視
点

 

医
療

機
能

情
報

の
具

体
例

 

病
院

等
に

関
す

る
情

報
 

を
入

手
す

る
手

段
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以

外
の

公
表

に
つ
い
て
、
そ
の
方

法
を
都
道
府

県
が
柔

軟
に
選
択

で
き
る
よ
う
規

定
を
見

直
し

 

①
 
医
療
機
能
情
報
提
供

制
度

の
分

か
り
や

す
い
呼

称
 

 
と
し
て
、
『
医

療
情

報
ネ
ッ
ト
』
の

名
称

を
付

与
 

②
 
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

 
 
都
道
府
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

 
 
し
や
す
く
な
る
よ
う
仕

様
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、

 
 
制
度
の
概
要
を
解
説

 
  

 
都
道
府

県
に
対
し
、
以

下
の

例
を
提

示
し
、
改

善
を

 
促
し
た
。

 
 
・
 
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索

機
能

や
複

数
キ
ー
ワ
ー
ド

 
 

 
検
索
機
能
の
追
加

 
 
・
 
各
医
療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の

リ
ン
ク
付
け

 
 
・
 
都
道
府
県
に
対

す
る
医

療
機

関
か

ら
の
報
告

の
 

 
 
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推

進
〔
負

担
軽

減
〕

 

医
療

機
能

情
報

提
供

制
度

の
運

用
改

善
等
に
つ
い
て

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/t
op

ic
s/

bu
ky

ok
u/

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
is

ei
/t

ei
ky

ou
se

id
o/

in
de

x.
ht

m
l）

 
 

１
．
運

用
改

善
 

２
．
制

度
の

普
及

・
啓

発
 

３
．
そ
の

他
（
公

表
方

法
に
関

す
る
規

定
の

見
直

し
）

 
 

 

＜
背
景
・
経
緯
＞

 
○

 
医

療
機
能

情
報

提
供
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年

４
月

か
ら
運

用
を
開

始
し
て
い
る
が

、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘

 
 
さ
れ
て
い
る
。

 
 
・
 
都

道
府
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ト
へ
の
利

用
ア
ク
セ
ス
が
少

な
い
。

 
 
・
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
る
情
報
が
多
い
、
検

索
が

で
き
な
い
な
ど
、
利

用
者
に
と
っ
て
使

い
勝
手
が
良
く
な
い
。

 
 
・
 
報

告
す
べ

き
項

目
が
多
い
な
ど
、
医
療
機
関

に
と
っ
て
報

告
の

負
担
が

大
き
い
。

 
 
・
 
そ
も
そ
も
制

度
自

体
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

 
○

 
以

上
を
踏

ま
え
つ
つ
、
「医

療
情
報
の
提
供
の

あ
り
方

等
に
関

す
る
検

討
会

」で
議

論
さ
れ

た
結

果
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
に
対
し
、

 
 
以

下
の

と
お
り
、
制

度
の
運
用
改
善
や
普
及
・
啓
発

を
求

め
る
こ
と
と
し
た

※
。

 
※

 
「
医

療
機
能
情
報
提
供
制
度
実
施
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
（
医
政
発

0
9
28
第
３
号
平
成

24
年
９
月

2
8
日
付
け
医
政
局

長
通
知
）
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＜
背
景
・
経
緯
＞

 
○

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
医
療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は

、
医

療
機

関
の
情

報
を
得
よ
う
と
す
る
目
的
を
有
す
る
者
が
検
索

 
 
サ

イ
ト
で
の

検
索

等
を
行
っ
た
上
で
閲
覧
す
る
も
の

で
あ
り
、
医
療

法
上
の

広
告
と
は
見

な
さ
れ

て
い
な
い
（医

療
法
に
よ
る
規
制
の
対
象

 
 
外

）
。

 
○

 
し
か

し
な
が

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
情

報
の
発

信
・入

手
が

極
め
て
一

般
的
な
手
法

と
な
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム

 
 
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ

て
い
る
情
報
を
契
機
と
し
て
発

生
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
対
し
て
、
適

切
な
対

応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
○

 
こ
の

た
め
、
医

療
情

報
の
提
供
の
あ
り
方
等

に
関

す
る
検

討
会
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告

書
（平

成
２
４
年
３
月
）
に
基
づ
き
本
指
針

 
 
を
発

出
し
、
都

道
府

県
等
に
対
し
、
本
指
針
の
内
容

に
従
っ
て
い
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る

 
 
医

療
機

関
等

に
対

し
て
行
政
指
導
を
実
施
す
る
よ
う
依

頼
し
た

※
。

 

９
．
医

療
機

関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容

の
適

切
な
あ
り
方

に
関

す
る
指

針
 

（
医

療
機

関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
  

 
 

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
医

療
機

関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
般

の
内

容
に
関
す
る
規

範
を
定

め
、
関

係
団

体
等

に
よ
る
自

主
的

な
取

組
を
促

す
も
の

 

 
引
き
続
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
医

療
法

の
規

制
対

象
と
見
な
さ
な
い
こ
と
と
す
る
も
の

の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の

内
容

の
適

切
な
あ
り
方

を
本

指
針

に
提

示
 

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
医

療
機

関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
全

般
 

  

（
１
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ

き
で
な
い
事

項
 

 
 

 
（
利
用
者
保
護
の
観
点
）
 

            （
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ

き
事

項
 

 
 

 
（
国
民
・
患
者
に
正
確
な
情
報
が
提
供
さ
れ
、
そ
の
選
択
を
支
援
す
る
観
点
）
 

  

趣
旨

 

基
本

的
な
考

え
方

 

指
針

の
対

象
 

指
針

の
内

容
 

医
政
発
０
９
２
８
第
１
号
平
成
２
４
年

９
月

２
８
日

 

※
 
①
誘
因
性
、
②
特
定
性
、
③
認
知
性
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た

 
 
す
場
合
に
は
、
医
療
法
の
規
制
対
象
と
な
る
広
告
と
し
て
取
り
扱
う
。

 

①
  

内
容
が
虚
偽
に
わ
た
る
、
又
は
客
観
的
事
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

  
②

  
他
と
の
比
較
等
に
よ
り
自
ら
の
優
良
性
を
示
そ
う
と
す
る
も
の

  

③
  

内
容
が
誇
大
な
も
の
又
は
医
療
機
関
に
と
っ
て
都
合
が
良
い
情
報

等
を
過
度
に
強
調
す
る
も
の

  

④
  

早
急
な
受
診
を
過
度
に
あ
お
ろ
う
と
す
る
も
の
又
は
費
用
を
過
度

に
強
調
す
る
も
の

  

⑤
  

科
学
的
な
根
拠
が
乏
し
い
情
報
に
基
づ
き
、
国
民
・
患
者
の
不
安

を
過
度
に
あ
お
る
な
ど
し
て
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
特
定
の
手

術
・
処
置
等
の
実
施
を
不
当
に
誘
導
す
る
も
の

  
⑥

  
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

  
⑦

  
医
療
法
以
外
の
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

  

①
  

通
常
必
要
と
さ
れ
る
治
療
内
容
、
費
用
等
に
関
す
る
事
項

  
②

  
治
療
等
の
リ
ス
ク
、
副
作
用
等
に
関
す
る
事
項

  

※
 
「
医

療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
適
切
な
あ
り
方
に
関
す
る
指
針
（医

療
機
関

 
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
 」
（
医
政
発

0
9
2
8
第
１
号

平
成

24
年
９
月

2
8
日
付
け
医
政
局
長
通
知
）
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消
費
者
委
員
会
の
建
議
に
つ
い
て

 
（
エ
ス
テ
・美

容
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
消

費
者

問
題
）

 

 ○
 
「
医

療
機

関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
適
切

な
あ
り
方

に
関

す
る
指

針
（医

療
機

関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）に

つ
い
て
（依

頼
）
」
（
平
成

24
年

９
月

28
日
付
け
医
政
発

09
28

第
１
号

厚
生

労
働

省
医

政
局
長

通
知
）
を
発
出

し
、
都
道
府
県
等
に
以
下
の
点
を
依
頼
。

 
 

 
・
本

指
針

の
内

容
に
従
っ
て
い
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
行
政

指
導
を
実

施
す
る
こ
と

 
 

 
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
が

、
虚
偽

又
は
誇

大
な
事

項
等

に
該

当
す
る
場

合
に
は
、
薬
事
法
、
健
康
増
進
法
な
ど
一

般
消

費
者

の
利

益
の
保
護
等
に
関
す
る
関
係
法

令
に
抵

触
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
消

費
者
行
政
機
関
に
相
談
す
る
な
ど
の
対
応

を
行

う
こ
と

 
 

 
・
法

の
規

制
対

象
と
な
る
広
告
に
対
し
て
、
引
き
続

き
、
指

導
等

を
実

施
す
る
こ
と

 
 ○

 
そ
の

後
、
消

費
者

委
員
会
か
ら
、
依
然
と
し
て
美
容

医
療
サ

ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
医

療
機
関

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
不
適
切
な
表
現

が
見

受
け
ら
れ

る
と
の

指
摘
を
受
け
た
た
め
、
「医

療
機

関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
不

適
切
な
表

現
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」（
平
成

25
年

１
月

15
日

付
け
医

政
総
発

01
15

第
１
号
厚
生
労

働
省

医
政
局

総
務
課

長
通
知

）を
発

出
し
、
都

道
府
県
等
に
以
下
の
点
を
依
頼
。

 
 

 
・
特

に
美

容
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
医

療
機
関

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
重
点

的
か
つ
積
極
的
に
点
検
す
る
こ
と

 
 

 
・
医

療
機

関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守

し
て
い
な
い
事

例
に
つ
い
て
、
行
政

指
導
を
実

施
す
る
こ
と

 
 

 
・
点

検
及

び
行

政
指

導
の
結
果
に
つ
い
て
、
改
善

の
有

無
に
か

か
わ

ら
ず
、
当

分
の
間

、
厚

生
労

働
省
へ
報
告
す
る
こ
と

 

 １
．
経

緯
 

○
 
全

国
の

消
費

者
生

活
セ
ン
タ
ー
に
、
毎
年
１
万

件
近
く
の

エ
ス
テ
・
美
容

医
療
サ

ー
ビ
ス
関
連

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
消
費

者
委

員
会
に
お
い
て
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
等

に
関

す
る
消

費
者
問

題
に
つ
い
て
調

査
。

 
○

 
調

査
の

結
果

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
表
示

・広
告

に
不

適
切

な
事

例
が
多

く
見
ら
れ

る
等
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、

平
成

23
年

12
月

21
日

に
厚
生
労
働
省
等
に
対

し
建
議

。
 

 ２
．
建

議
の

ポ
イ
ン
ト

 
○

 
不

適
切

な
表

示
（
広
告
）の

取
締
り
の
徹
底

 
 

 
・
消

費
者

視
点

で
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
等

の
表
示

を
取

り
締

ま
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

 
 

 
・
都

道
府

県
に
お
け
る
関
係
部
局
間
の
連
携

を
再
度

要
請
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
法

執
行

を
要

請
す
る
こ
と
。

 

建
議
の
概
要

 

建
議
へ
の
対

応
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医政総発0115第１号

平成 2 5年１月 1 5日

都 道 府 県

各 保健所設置市 衛生主管部（局）長 殿

特 別 区

厚生労働省医政局総務課長

医療機関のホームページ上の不適切な表現等への対応について

平素より、医療行政の推進に格別の御高配いただき、厚く御礼申し上げます。

医療機関のホームページ上の不適切な表現等に対しては、従前より適切な措置

を講ずるよう消費者委員会等から求められておりますが、このような状況等を踏

まえ、先般 「医療機関のホームページの内容の適切なあり方に関する指針（医、

療機関ホームページガイドライン）について（依頼 （平成24年９月28日付け）」

医政発0928第１号厚生労働省医政局長通知）を発出したところです。

しかしながら、第106回消費者委員会（平成24年12月４日）で、依然として、

美容医療サービスを実施している医療機関のホームページに不適切な表現が見受

けられることから、医療機関ホームページガイドラインの実効性を速やかに検証

・評価すべきとの指摘がありました。

、 、つきましては 医療機関ホームページガイドラインの実効性をより高めるため

貴職におかれましては、特に美容医療サービスを実施している所管の医療機関の

ホームページについて重点的かつ積極的に点検していただくとともに、医療機関

ホームページガイドラインを遵守していない事例については行政指導を実施して

いただきますようお願いいたします。

なお、点検及び行政指導の結果につきましては、改善の有無にかかわらず、当

分の間、毎月１０日（土日祝日の場合は翌営業日）までに厚生労働省医政局総務

課あて御報告くださいますよう、併せてお願いいたします。

また、美容医療サービスを行う関係団体に対しては 「医療機関のホームペー、

ジ上の不適切な表現等への自主的な取組について （平成25年1月15日付け医政」

総発0115第２号厚生労働省医政局総務課長通知）を発出しておりますので、御参

考までにお知らせいたします。
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